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今金町として50年



大会選抜選季第35回全:lh海道窪寺
第40回全国小・中・高校生空手道選手権大会予選
第41回全国空手道選手権大会(一般大会)予選今金町100年記念事業はじまる

平井祥一君

小学4年の部、組手を制す
成績は次のとおりです(町内分のみ)

1、団体戦形

小学校低学年

小学校高学年

高校生

2、団体戦組手

小学校高学年

中学生

高校生

3、男子個人戦

形の部

小学3年生

小学4年生

全
道
各
地
か
ら

選
手
、
父
母
別
人

が
来
町

制
日
本
空
手
協
会
北
海
道
本
部

が
主
催
で

5
月
ゆ

・
川
日
の

2
日

間
に
わ
た
り
、
第
お
回
全
北
海
道

空
手
道
選
抜
選
手
権
大
会
を
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
遠
く
は
稚
内
か

ら
全
道

M
支
部
の
選
手

3
4
1
人

が
団
体
戦
、
個
人
戦
の
形

・
組
手

の
お
競
技
に
気
合
の
こ
も
っ
た
熱

戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
し
た
。

凶
日
は
、
試
合
終
了
後
、
交
流

会
が
行
わ
れ
、
婦
人
会
か
ら
は
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
豚
汁
が
振
る
ま

わ
れ
る
な
ど
、
オ
ー
ド
ブ
ル
を
囲

み
交
流
も
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
今
金

狩
場
太
鼓
、
女
子
中
学
生
に
よ
る

よ
さ
こ
い
ソ

l
ラ
ン
踊
り
の
披
露

が
さ
れ
ま
し
た
。

日
日
は
、
開
会
式
が
行
わ
れ
総

本
部
か
ら
来
道
し
た
小
倉
精
典
師

範
六
段
と
尾
方
弘
二
指
導
員
三
一
段

の
気
迫
あ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ
、

選
手
父
母
た
ち
を
釘
付
け
し
て
い

ま
し
た
。
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金

金

金

A
E
t
A
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A
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2位

4位

3位

熱
戦
の
た
め
‘
審
判
の
協
議
が
幾
度
と
な
く

ま
た
、
こ
の
大
会
は
今
金
町
1

0
0
年
記
念
事
業
と
し
て
も
行
わ

れ
、
全
道
各
地
か
ら
選
手
、
応
援

の
父
母
ら
約

5
0
0
人
が
来
町
し

ま
し
た
。
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3位

優勝
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中学3年生

高校生

組手の部

小学4年生

高校生
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今
金
町
総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ

つ
」
の
落
成
記
念
式
典
が

4
月
お

日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
槍
山
管
内
の

町
長
、
議
会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議

会
長
、
関
係
者
約
1
8
0
人
が
出
席

し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、

3
月
3
日
に
老
人
保
健

施
設
、

4
月
1
日
に
開
設
し
た
、
在

宅
支
援
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ

シ
ョ
ン
、
へ
ル
パ

l
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
高
齢
者
の
保
健
福
祉
分
野
に

お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
と
し

た
総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
の

今金町総合福祉施設

落成記念式典『としべつ』

t 

• • 

今
金
剣
道
連
股
が
主
催
で
5
月

山
崎
目
、
第
引
回
全
槍
山
少
年
剣
道

大
会
を
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
管
内
8
町
9

地
区
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
約
2

2
0
人
の
選
手
た
ち
が
参
加
し
、

ア
リ
ー
ナ
内
を

3
会
場
に
わ
け
、

団
体
戦
(
小
学
生
お
チ
l
ム
、
中
学

生
川
チ
l
ム
)
個
人
戦
が
行
わ
れ
、

少
年
剣
士
た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
小
学
生
団
体
戦
で

高
学
年
と
低
学
年
が
対
戦
し
、
組

み
合
っ
た
瞬
間
低
学
年
が
飛
ば
さ

れ
、
審
判
が
駆
け
寄
る
場
面
も
あ

り
応
援
に
駆
け
つ
け
た
父
母
ら
の

歓
声
な
ど
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
全
槍
山
少
年
剣
道
大

会
は
、
今
金
町
1
0
0年
の
協
賛
事

業
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

成
績
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
(
町
内
分
の
み
)

③
団
体
戦

・
小
学
生
の
部

2
位

今

金
剣
道
連
盟
A

.
中
学
生
の
部

2
位

今

金
剣
道
連
盟
A

O
個
人
戦

・
小
学
生
男
子
3
年
生
以
下
の
部

3
位

太

田

圭

佑

・
小
学
生
男
子
4
年
生
の
部

2
位

小

嶋

光

小
学
生
男
子
6
年
生
の
部

優

勝

佐

々

木

生

2
位

庄

司

晋

理

3
位

中

島

啓

太

小
学
生
女
子
3
年
生
以
下
の
部

3
位

米

山

奈
保

続銘町総舗祉施設~ ~'\'新締成~~制典 ・
見
学
の
あ
と
、
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
村
本
町
長
の
式
辞
、
施
設
の

工
事
概
要
説
明
、
感
謝
状
の
贈

呈
、
衆
議
院
議
員
鉢
巴
士
口
雄
さ

ん
、
道
議
会
副
議
長
小
田
原
要
因

蔵
さ
ん
の
祝
辞
な
ど
を
行
い
終
了

後
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
金
町
総
合
福
祉
施
設
は
、
日

常
生
活
で
の
自
立
、
家
庭
へ
の
復

帰
を
お
手
伝
い
す
る
広
域
的
な
施

設
で
す
。

中
学
生
男
子
の
部

2
位

宮

崎

卓

也
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今
金
町
商
工
会
通
常
総
会

開

0
 

0
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C
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0
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今
金
町
商
工
会
(
会
長
山
崎

。。
繁
樹
会
員
2
2
3
人
)
の
通
常
総

叫
会
が
5
月
8
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

∞

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日

総
会
で
は
、
平
成

8
年
度
事
業

。
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
の
承
認

。。
と
平
成
9
年
度
事
業
計
画
並
び
収

一
支
予
算
を
承
認
し
、
役
員
の
改
選

C

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

。

新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次

閃

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

∞

O
会

長

伴

常

雄

日

O
副

会

長

橘

宣

雄

。

H

背

山

進

藤

村

士

。。
O
理

事

沢

卓

藤

川

喜

。
O

H

本

間

行

雄

大

倉

一

O

N

辻

忠
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螺

良

司

。。

H

鈴

木

知

明

佐
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一
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M

H
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H

古
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∞

H

南
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O
監
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回

中

繁

∞

H
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は

を応援

簡保資金

「住みよい町づくり」

催

平底揖'1 ~盆咽工会問

理

事

H青修 孝 寮 治 公

" " " " " 

みなさんが加入している、郵便局の簡易生命保険の保険料は、将来の年金給

付や保険金の支払のための大切な財源として積立られていますが、この積立金

(資金)は、地域に役立てられるよう、地方公共団体(市町村等)などに低利に

貸し付けされています。

町でも、平成8年度には辺地対策事業の日進黄金線道路改良・舗装新設整備

及び利別地区地域交流促進の農道整備に総額12，660万円が融資され産業道路網

の整備や生活環境の向上に役立てられました。
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高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

老
人
性
痴
呆
疾
患
が
増
加
し
て
き

で
い
ま
す
。

俳
佃
な
ど
事
故
に
つ
な
が
る
病

気
を
も
っ
お
年
寄
り
が
、
地
域
で

健
や
か
に
安
全
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
関
係
機
関
が
連
携
し
支
援
す

る
「
北
部
槍
山
地
区
5
0
5
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
4
月
1
日
か
ら
ス

8
人
の

タ
l
ト
し
ま
し
た
。

お

母

さ

ん

た

ち

が

、

2

班

に

別

れ

こ

の

シ

ス

テ

ム

は

、

俳

個

な

ど

町

内

の

凶

箇

所

の

交

差

点

と

横

断

で

行

方

不

明

に

な

っ

た

痴

呆

性

老

歩

道

の

付

近

で

カ

ラ

|

ス

プ

レ

イ

人

の

捜

索

、

保

護

と

そ

の

後

の

家

お
問
い
合
わ
せ

を

使

い

作

業

を

し

、

鮮

や

か

な

色

族

を

含

め

た

ケ

ア

を

行

い

、

俳

佃

今

金

保

健

所

置

が

戻

り

ま

し

た

。

の

再

発

防

止

と

家

族

へ

の

介

護

に

8
2

0

2

5

l

寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
1
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
「
「
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
1
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
寸
「
「
寸
寸
寸
寸
寸

[l[QJ~~呂田昌信畠
~aJ固昌守aø 号?J

~易烏芭@掬伯号§色、
お母ê~@偲f.illl治恩

あなたもいっしょに働きませんか

高齢者事業団員募集
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体
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JU

業
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U

事

」

え

る

」
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1

」

て

ォ

」

だ

出

」」

考

髭

」

と

七

百

」

リ

古

車

注

」

レ

ミ

バ

」

時一

U

M

U

抗

つ

に

」

程

願

的

」

ふ

を

主

」

日

と

民

一山

〉

こ

」

び

く

的

J

M

行

主

場

し

し

て

」

バ

て

自

の

指

越

つ

U

れ

し

、

い

目

つ

行

以

引

に

て

が

を

引

て

一
J
 

U

。

か

っ

き

と

、

し

7

」

は

す

豊

よ

生

こ

い

通

O

J
「
コ
l

寸「
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「l
「l
「l
「l
「l
「l
「」
l

「l

ゴl

「l
「
コ
」
l

「l
「l
「l
コ
J
J
J
I
-
-
コ
」
l

コ
ー
コ
」
」
l

「l
「l
「l

れ

ま

も

に

と

る

伝

中

。

4

」

醐

き

で

員

康

す

手

年

す

3

」

市

で

し

団

健

与

の

1

で

。

一

」

」

団

少

ず

の

寄

事

も

い

す

2

ム

い

入

を

せ

者

に

家

で

し

ま

8

ム

た

も

活

と

齢

域

、

事

ろ

し

lι

虐

で

生

的

高

地

り

仕

ょ

た

団

」

働

た

、

目

、

、

刈

な

も

い

業

」

「

な

り

吃

け

て

草

む

で

ハ州

事

μ

く

ど

く

利

受

し

、

ど

人

払

者

L

な

ば

っ

営

を

か

れ

、

い

技

制

す

齢

ム

て

れ

を

、

助

生

入

ど

な

l
の

ま

め

あ

所

て

援

を

手

な

の

金

3

1

町

J

勤

で

場

つ

の

力

の

り

事

賃

山

川

金

」

も

方

く

み

が

道

能

庭

く

た

の

(

川

今

以

は

に

の

働

く

ち

、

、

、

づ

い

分

q
J
M

L

と

社

上

で

し

と

町

し

つ

掃

苗

働

た

川
川
町

ム

国

会

以

手

な

社

、

だ

。

を

清

の

で

い

∞

仰

先

ム

業

の

歳

の

主

会

は

り

す

事

の

花

ま

働

正

犯

せ

」

事

こ

ω
ち

の

の

。

団

く

ま

仕

外

、

今

ん

、
月

わ

J

者

ど

ね

た

団

般

す

業

つ

い

な

内

い

。

、

ろ

金

毎

合

U

齢

在

む

分

業

一

で

事

を

て

ん

物

伝

す

た

ち

資

費

い

」

高

現

お

自

事

O

O

ど

建

手

ま

ま

も

出

会

問

L

O

ぉ

0

0

の

い

・

ーι

5
月
日
目
、
今
金
幼
稚
園
こ
く

ま
ク
ラ
ブ
(
会
長
須
田
江
利

子
)
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
交
通

安
全
を
願
っ
て
横
断
歩
道
の
手
前

に
、
板
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ
た
足

型
と

「
と
ま
ろ
う
」

に
新
し
く
色

を
塗
り
直
し
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
年
行
っ
て

こ
の
目
、

い
る
も
の
で
、

今
金
郵
便
局
(
局
長

雄
)
で
は
、
5
月
日
日
の

目
」
を
前
に
4
月
初
日
か
ら
5
月

8
日
ま
で
郵
便
局
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム
で
、
お
母
さ
ん
の
似

顔
絵
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
、
保
育
所
、
保
育
園
な

ど
町
内
9
カ
所
の
幼
児
か
ら
の
作

品
1
2
4
点
が
展
示
さ
れ
ま
し

た。

岡

思
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開
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時
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お
母
さ
ん
の
絵
は
、
ク
レ
ヨ
ン

や
絵
の
具
で
描
か
れ
郵
便
局
を
訪

れ
た
利
用
者
が
、
幼
児
た
ち
の
力

作
を
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

， 
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暴
力
行
為
、
非
行
や
い
じ
め
、

不
登
校
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、

早
期
発
見
と
早
期
解
決
を
は
か
る

た
め
に
電
話
相
談
、
来
庁
相
談
、

訪
問
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

-
電
話
相
談

教
育
委
員
会
事
務
局
に
設
置
さ

れ
て
い
る
専
用
電
話
を
利
用
し
、

相
談
を
受
け
ま
す
。

8
2
3
5
5
0
(
相
談
室
)

.
地
域
の
健
全
育
成
に
関
す
る
情

報
提
供
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
来
庁
相
談
(
相
談
室
)

相
談
内
容
に
お
い
て
関
係
者
に

• • 北
槍
山
職
業
相
談
室
へ
の
職
員

派
遣
日

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

7
月
以
降
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

7
月
2
日

9 13 9 13 9 13 9 13 
時時時時時時時時
¥¥¥¥¥¥¥¥  
12 17 12 17 12 17 12 17 
時時時時時時時時

3 
日

初
日

剖
日

8
月
幻
日

お
日

9
月

μ
日

お
日

な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

新
卒
者
の
多
く
は
地
元
で
の
就

職
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
企
業

か
ら
の
求
人
の
遅
れ
か
ら
、
せ
っ

か
く
の
若
い
人
材
が
地
元
を
離
れ

て
就
職
し
て
い
ま
す
。

企
業
を
活
性
化
さ
せ
る
若
年
労

働
力
の
確
保
の
た
め
、
採
用
予
定

の
あ
り
ま
す
企
業
は
早
期
に
採
用

計
画
を
た
て
て
、
早
め
に
求
人
申

込
み
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

安
定
所
に
求
人
の
申
込
み
を
さ

れ
な
け
れ
ば
学
校
か
ら
の
推
薦
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
必

ず
安
定
所
に
申
込
く
だ
さ
い
。

関
す
る
指
導
等
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
場

合
、
北
槍
山
警
察
箸
生
活
安
全
課

に
電
話
連
絡
す
る
こ
と
で
速
や
か

に
保
護
で
き
る
よ
う
捜
索
活
動
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用

は
、
簡
単
な
内
容
を
北
槍
山
瞥
察

署

(

4

6

1
1

0
)
に
電
話
連

絡
す
る
だ
け
で
す
。

〕nhu
 

〔

※ よ
る
協
議
が
必
要
な
場
合
は
、
教

育
委
員
会
内
の
相
談
室
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
訪
問
相
談

相
談
者
の
希
望
に
よ
り
、
相
談

者
宅
や
関
係
者
の
自
宅
を
訪
問

し
、
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
い
た
し
ま
す
の

で
、
こ
安
心
く
だ
さ
い
。

今
金
町
教
育
相
談
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

。

石

岡

O

西
雪

O

漂

夏
男
さ
ん

清
輝
さ
ん

卓
さ
ん

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す。
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。
お
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町
納
税
表
彰
式
及
び

納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議

平
成

9
年
度
の
納
税
表
彰
式
及

び
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
が

4
月

初
日
、
消
防
署
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
年
度
の
優
良
納

税
組
合
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
州
軍

受
、
金
原
中
央
、
下
ト
マ
ン
ケ
シ

の
納
税
組
合
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た。

平
成

8
年
度
の
納
付
状
況

は
、
花
組
合
中
川
切
組
合
が
1
0

0
%
完
納
し
、
全
体
で
mm
・
-

%
と
い
う
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。こ

の
組
合
は
、
町
税
及
び
道

民
税
な
ど
納
期
内
完
納
の
督
促

を
は
じ
め
口
座
振
替
の
奨
励
、

納
税
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
る
な
ど
町
財
政

の
健
全
化
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま

す。
総
会
で
は
、
他

に
平
成

8
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算

の
承
認
、
平
成
9

年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
を
決
定
し

ま
し
た
。

役
員
の
改
選
も

行
わ
れ
、
会
長
に

田
中
繁
さ
ん
を

は
じ
め
全
員
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

み

ん

な

私
達
の
学
校

金
原
小
六
年

本
多
睦
美
さ
ん

私
遠
の
学
校
に
は
、

い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、

一
つ
め
に
パ
ー
ク
コ
ル

フ
場
が
あ
り
ま
す
。
前
は
パ

y
ト

で
ボ

l
ル
を
打
っ
て
い
た
ん
だ
け

れ
ど
、
去
年
の
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
大

会
で
は
、
ク
ラ
ブ
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
は
、
ク
ラ
ブ
が

5
本
も
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
次
の

大
会
が
楽
し
み
で
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
、
参

加
し
た
い
人
だ
け
で
や
り
ま
す
。

私
も
去
年
、
参
加
し
た
け
ど
、
全

然
だ
め
で
し
た
。
去
年
は
、
私
の

弟
が
優
勝
し
ま
し
た
。

次
に
、
パ

l
ド
テ
ー
ブ
ル
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
バ

I
ド
テ
ー
ブ
ル

を
作
っ
た
の
は
、
教
頭
先
生
と
去

年
の
野
鳥
ク
ラ
ブ
の
人
達
で
す
。

の

• • 
広

場

私
も
鳥
達
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

か
わ
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
教
頭
先
生
が
ぼ
う
え
ん
き

ょ
う
な
ど
を
学
校
に
持

っ
て
来

て
、
私
達
も
、
そ
の
ぽ
う
え
ん
き

ょ
う
で
、
烏
を
見
て
い
ま
す
。
り

ん
ご
や
肉
の
あ
ぶ
ら
身
を
食
べ
て

い
る
す
が
た
は
、
と
て
も
か
わ
い

い
で
す
。

次
は
、
ハ
イ
タ
カ
と
い
う
鳥
の

は
く
せ
い
が
あ
り
ま
す
。
去
年
、

わ
た
り
ろ
う
か
の
窓
に
ぶ
つ
か
っ

て
弱
っ
て
い
た
鳥
を
、
ほ
ご
し
ま

し
た
が
、
手
あ
つ
い
か
ん
ご
も
む

な
し
く
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

教
頭
先
生
は
死
ん
だ
ハ
イ
タ
カ
を

は
く
せ
い
に
し
て
も
ら
う
た
め
、

教
育
委
員
会
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
で
き
た
は
く
せ
い
は
、
学
校

の
階
だ
ん
の
横
の
方
に
お
い
て
あ

り
ま
す
。
そ
の
、
は
く
せ
い
は
、
目

が
す
る
ど
く
と
て
も
か
っ
こ
い
い

で
す
。

次
は
、
ヤ
ギ
の
メ
メ
で
す
。
メ

メ
は
私
達
が
1
年
生
の
時
、
春
-

秋
ま
で
の
問
だ
け
、
ゆ
ず
っ
て
も

ら
っ
て
飼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
冬
の
間
も
飼
い
た
く
て

お
年
寄
り
と
家
族
の

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ヘ

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ

つ
内
に

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
お
年
寄
り
の
お
世
話
で
困

っ
て
い
る
方
、
自
宅
で
の
生
活
に

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
、
退
院

が
決
ま
り
自
宅
で
の
生
活
に
不
安

を
お
持
ち
の
方
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
お
受
け
す
る
相
談
窓
口

で
す
。
お
電
話
や
自
宅
に
訪
問
し

て
、
そ
の
方
に
最
適
な
福
祉
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介
や
申
請
な
ど

介
護
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
福
祉
施
設

と
し
べ
つ

一
階
で
は
便
利
な
介
鎚

用
品
、
福
祉
機
器
の
展
示
も
行
っ

て
お
り
、
介
設
用
品
の
ご
紹
介
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
婦
人

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
各
地
域
の

集
会
に
出
向
き
、
介
護
用
品
の
ご

紹
介
、
介
護
方
法

・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
お
話
(
実
技
も
可

能
)
も
い
た
い
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
町
民
の
み

な
さ
ん
の
よ
り
身
近
な
相
談
役
と

し
て
、
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員

に
相
談
協
力
員
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
遠
慮

せ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま

ず
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
お

電
話
下
さ
い
。

(8) 
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担当相談協力負
t出 区

氏 名

美利河 森田誠子

花石 田中義雄

中里 ・住吉 ・上種川 中島弘 一

樋川宮前 ・駅前 中種川 山本敦 子

奥種川・光台下種川 ・下メ ップ高台 小岩高麗

上稲聴・ 下稲穂金又 精} 亨二

団代・上田代 ・南国代 ー笠受 昨~j~受 谷崎 正

八束更生 ・宝田 ・初回 目南関{・宮の下 小原安 夫

白石 ・八束中央 ・栄 木島和維

金原・鈴金 水野英 一

豊田 ・春日井 鈴木 吾 艮

鈴岡 ・トマンケシ神丘 幅 口 忠男

日illi 小池重徳

東日I・日の出町 ・高美町 栗山 幸 雄

八幡町 ・l昭和町 ・本町 松橋 泰子

旭町・御影 尾形哲 夫

南町 欠 員

末広岡T 欠 員

大和町・商工団地 市原和子

南栄町・緑町 南川利美子

寒昇 曙町 小田島照枝

在宅介護支援センター

相談協力員名簿
(4月末現在)

飼
い
主
の
水
野
さ
ん
に
私
達
と
先

生
逮
で
た
の
ん
で
冬
の
聞
も
学
校

に
い
て

一
年
閉
め
ん
ど
う
を
見
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

メ
メ
の
世
話
は
大
変
で
す
。
フ
ン

は
、
と
て
も
く
さ
い
し
冬
場
の
水

か
え
は
大
変
で
す
。
で
も
、
い

っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば

っ
て
い

ま
す
。

と
い
う
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
物

ゃ
い
ろ
い
ろ
な
変
わ
っ
た
動
物
を

飼
っ
て
い
ま
す
。

晦V

4咽

、わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
で
は
3
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

町
内
で
の
情
報
な
ど
お
寄
せ
下

さ
い
。

••••••••• 

• 1. 廷後今アイドル

絢タちゃん

(平成7年 3月 1日生まれ)

高美町兵藤田署さんまゆみさんの長男

【親から】

わが家の解体昆です.ヨ 口γク。

砂兵藤

ゆ き こ

‘清水佑希子ちゃん

(平成6年11月15日生まれ)

高美町清水健ーさん、裕子さんの 3宜

【親から】

歌が大好古 毎日意味不明白駄を口ず

さんでいます。

元気いっぱい、車直な立の干に育って

ほしいです.

俳 句
日ひ春2貝t地ぢ歩2た誰2
t留Eの揚会下かきんも
り風かげ足た初そぼ居い
や邪ぜる 袋ぴむぽぬe

新え見み四しのマおや栖主
居t舞ま月雪綜きぽ 婆Z点E
のふの光主つはH しM

庭E電7汗Eる"か入量ぬ
の話Eをゃな形E花2
クに腕3芽めさに J 疲Z
ロ起きで木eに添tれ
ツさ拭ふの風主寝ね
カれき風喜光日し
スぬ るて

メ岳、
づ

村

あみみ臣室あ由
z き井
i 子ええち秋い子

~日~、{利別俳句会
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(重点目標)

固困園回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第247号

文化・芸術を
アし銀心 由

すべ行と もっと身近で
フつ し
ザ、 A たア 準発 『 ム~の会
ピあコ事ム『備表文』タふ身で教
リつ l。業』夕を』化奇ゥる近は育

主去ス所 qfまZE地ど Z事手責
なら郵字市 ・ て施移域ミ移所を会
どん便 I 街ミいし動にユ動を通と
のど局↓地ユまよ厚お|美会じ文
協、、?を lすう芸いジ術場て化
力クと l、中ジ。と能てア館に町協

tre: 

で
提
供
い
た
、
だ
い
た
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
し
、
絵
画
や
書
道
、
写
真
な

ど
文
化
団
体
や
愛
好
者
の
作
品
展

示
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ

て
社
会
教
育
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
、

町
づ
く
り
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
予
定
で
す
。

『
移
動
展

・
芸
能
発
表
』
は
、
地

域
の
学
校
で
行
わ
れ
る
学
習
発
表

会
の
場
を
借
り
て
、
作
品
展
示
や

芸
能
発
表
を
行
い
、
親
子
や
家
族

で
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
例
年
日
月
に
開
催
の

総
合
文
化
祭
が
町
民
手
づ
く
り
の

発
表
鑑
賞
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
「
年
1
回
の
発
表
だ
け
で

は
も
っ
た
い
な
い
」
「
日
常
的
に

目
に
触
れ
ら
れ
な
い
か
」
な
ど
の

声
も
あ
り
、
関
係
団
体
・
事
業
所
・

地
域
・
学
校
が
共
に
手
を
取
り
合

い
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
生
涯
学
習
社
会
に
向
け
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
機
能
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

• 

， 

• 

毎
月
第
一
月
曜
に
自
ら
研
修

ス
ポ
ー
ツ
指
導
委
員
会

ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
は
、
指
導
員
自
ら

が
研
修
し
指
導
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
と
、

5
月
か
ら
毎
月
第
一
月
曜

日
に
実
技
講
習
会
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
ー
回
目
と
し
て

5
月

ロ
日
に
総
合
体
育
館
で
同
名
が
参

加
し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
通
し
て

初
心
者
へ
の
指
導
法
な
ど
研
修
し

合
い
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
、
少
な
い
人

数
で
も
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導

や
組
織
育
成
を
通
じ
て
、
大
衆
化

や
生
活
化
を
図
る
た
め
、
教
育
委

員
会
で
は

ω名
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

4
月
凶
日
開
か
れ
た
指
導
員
会

議
で
今
年
度
の
活
動
方
針
を
協
議

し
ま
し
た
が
、
社
会
教
育
中
期
計

画
の

2
年
次
日
と
し
て
、
昨
年
度

の
評
価
と
課
題
を
踏
ま
え
、
地
域

性
に
重
点
を
置
き
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
柱
に
活
動
す
る
こ
と
に
し

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

三

四

八

八

る毒3怠~毛J鍾明

木
矢
(
き
や
)

現
在
で
は
チ
ェ
ー

ン
ソ

l
を
用
い
て
短

〉

時
間
で
で
き
る
木
を

釦

切
る
作
業
も
昔
は
す

探

べ
て
人
力
で
行
っ
て

闘

い
ま
し
た
。
前
や
綻

刻

と
並
ん
で
伐
木
に
欠

〈

か
す
こ
と
の
で
き
な

い
道
具
が
木
矢
で
す
。

立
ち
木
を
切
り
倒

す
に
は
、
倒
す
方
向
に
伐
木
用
斧

で
受
け
口
を
切
り
、
そ
の
反
対
方

ひ

向
か
ら
鋸
で
挽
い
て
倒
し
ま
す

が
、
鋸
の
切
り
込
み
が
進
む
に
し

た
が
っ
て
切
り
口
が
締
ま
り
、
押

し
引
き
が
き
っ
く
な
り
ま
す
。
木

矢
は
鋸
の
後
方
か
ら
打
ち
込
ま

れ
、
締
ま
り
を
ゆ
る
め
て
鋸
の
通

り
を
良
く
す
る
と
と
も
に
、
受
け

口
方
向
に
確
実
に
倒
す
た
め
の
も

の
で
す
。
木
矢
を
使
用
し
な
い

と
、
倒
れ
る
方
向
が

一
定
せ
ず
、

極
め
て
危
険
で
し
た
。
写
真
は
種

川
の
阿
部
精
助
(
故
人
)
さ
ん
か

ら
の
寄
贈
品
で
、
国
鉄
瀬
棚
線
の

開
通
と
と
も
に
盛
ん
に
な
っ
た
林

業
を
今
に
伝
え
る
品
で
す
。
参
考

図
書
北
海
道
の
民
具

(
北
海
道
新
聞
社
発
行
)

(10) 

日

4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
J

今
金
で
、
若
い
時
か
ら
野
球
、
羽
と
で
仲
間
と
の
交
流
が
深
ま
り
励

司

…

わ

た

し

の

生

涯

学

習

球
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

l
、
歩
く
ス
み
に
な
れ
ば
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

…

…

今
月
は
、
今
金
郵
便
局
に
勤
務
キ

I
、
陸
上
と
、
数
え
き
れ
な
い
の
後
の
飲
ミ
ユ
ニ
ケ
1
シ
ヨ
ン
も

…

一
し
て
い
る
水
野
信
義
さ
ん
を
紹
介
ほ
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
特
に
仲
間
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ

…

…
し

ま

す

。

マ

ラ

ソ

ン

は

、

北

海

道

マ

ラ

ソ

ン

ん

」

と

笑

顔

で

話

し

て

く

れ

た

水

…

一

水
野
さ
ん
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
を
始
め
、
道
内
の
名
だ
た
る
大
会
野
さ
ん
。
間
も
な
く
、
短
パ
ン
、
ラ

…

持

盤

圏

園

田

開

調

理

割

当

に
毎
年
の
よ
う
に
出
場
。
ン
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
で
ト
レ

l
ニ

一

?
可
関
側
脳
陣
醐
圃
圃
悶
悶
蹴
融
持

J

、ι-今
年
四
ω
歳
を
迎
え
る
生
涯
ン
ク
す
る
雄
姿
が
見
ら
れ
る
は
ず

む

L
H悩
艇
闘
暗
闇
潤
閥
闇
鱗
隠
旬

、

、

-

現
役
が
モ
ッ
ト
ー
の

万

年

で

す

。

国

創

刊

詣

隈

問

、

-

許
ー一

青

年

で

す

。

こ

の

よ

う

に

、

霊

的

に

自

分

…

心

一

瞬

魁

犯

一一

『

J
J
Q二

「
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

…

岨
-
厩
眠
噌

e
-

一

か
ら
、
い
つ
ま
で
も
自
ら
|
、
ン
ヨ
ン
を
生
涯
続
け
る
こ
と
が

…

…

圃

圃

圏

叩

一

実
践
し
自
分
に
挑
戦
し
た
豊
か
な
人
生
に
つ
な
が
る
の
で
は

…

園
圃

聞

F
l
i
l
i
a
-
-』
い
。
自
分
が
実
践
す
る
こ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

…

N
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
a
F
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
f
z
R
R
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
η
ふ

必
ず
し
も
全
町
的
な
広
が
り
に
な

っ
て
い
な
い
た
め
、
参
加
者
一
同

一
丸
と
な
っ
て
真
剣
に
取
組
み
、

こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た。
今
後
も
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

i
ツ
の

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
や
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ザ
ゲ

l
ム
な
ど
の
講

習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

一
般
の

町
民
の
方
々
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
、
地
域
へ
の

巡
回
指
導
や
派
遣
ス
ポ
ー
ツ
に
生

か
し
た
い
考
え
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

《平成9年度の各種委員を選出》
く〉今金町視聴覚ライフラリ ー協議会委員

委嘱期間、 2 年、平成 9 年 4 月 1 日 ~ ll年 3 月 31 日

住所 氏 名 所 属

南町 田 口慎一 中里小教諭

中里 馬場 雅 今金 11 

金原 柴草良司 金原小教頭

神丘 中野党次 神丘小校長

東町 阿部則子 種川小教諭

中里 馬場智子 花石 11 

寒昇 福岡 学 今金中教諭

。以下、委員の異動に伴う欠員補充

く〉今金町青少年健全育成推進委員会委員

委嘱期間、 1 年、平成 9 年 4 月 1 日 ~10年 3 月 31 日
住所 氏 名 所 属

種川 黒須隆之 種川小PTA会長

旭町 小)11 宏 今金小 11 

金原 下 回屋訓男 金原小 11 

本町 大谷長陪 民生児童委員

緑町 品橋由紀子 幼教研会長

く〉今金町スポーツ指導員

委嘱期間、 1 年、平成 9 年 4 月 1 日 ~10年 3 月 31 日

住所 氏 名 所 属

寒昇 内田義文 今金両等養護教諭

豊田 西村信弥 H 11 

寒界 軽部 孝 今金中教諭

• • 
輸
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。町

内
A

明
動
植
物
、
ビ
デ
オ
巳

町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議

会
で
は
「
今
金
町
の
生
き
物
の
様

子
」
と
題
し
た
刊
分
も
の
の
ビ
デ

オ
を
作
成
し
ま
し
た
。
町
内
で
見

ら
れ
る
動
植
物
や
自
然
が
季
節
ご

と
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
小
学
生

向
け
の
理
科
副
教
材
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

町
内
の
小

・
中
学
校
に
配
布
す

る
ほ
か
、
町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

に
も
置
か
れ
ま
す
の
で
、
一
般
町

民
の
方
も
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

す

2
R
V

ぽ

8
日
間
第
二
団
地
域
研
究
セ
ミ

な

ナ

l

(森
の
自
然
史
と
生

に

態
系

)

Z

富

山
日
間
近
隣
町
中
学
生
交
流
野

劃

球
大
会

9

・
∞
今
中
G

守

H

健
民
G

留

同
日
日
制
体
協
杯
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル

枇

大
会

9

∞
高
美
G

樹

幻
日
ぽ
芸
術
鑑
賞
パ
ス
ツ
ア
ー

や

7

∞
発
、
札
幌
市

崎

μ
白
川
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

問

9
0
∞

高

美

G

恥

幻
自
他
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

{

9

∞
今
小
グ
ラ
ン
ド

1

m日
間
第
三
団
地
域
研
究
セ
ミ

で

ナ

1
(砂
金
を
と
ろ
う
)

番

目
古
川
パ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン

刊

サ
ー
卜
(
小
学
生
の
部

)
5

今
金
小
学
校

3

《
守
同
V

一

、
}'

司
4

1
日
仙
川
パ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ

l
卜
(
中
学
生
の
部
)

は

今
金
中
学
校

話

5
I
6
日
今
小
優
遊
友
イ
ン
グ

院

ネ
イ
パ
ル
森
(
森
町
)

臨

6
日
叩
女
性
水
泳
教
室

の

問

∞

ク

ア

プ

ラ

ザ

ぽ

水
泳
指
導
者
講
習
会

M

m
∞

ク

ア

プ

ラ

ザ

じ

カ
ニ
カ
ン
岳
山
開
き

い

川

11 11 
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水
難
事
故
に主一

意

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

農
業
用
水
路
で
の
幼
児
や
小
学
生

な
ど
の
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま

す。
段
作
業
も
始
ま
り
、
か
ん
が
い

用
水
や
雨
な
ど
で
大
量
に
水
が
流

れ
込
み
、
雨
量
も
噌
し
、
水
流
も

早
く
大
変
危
険
で
す
。

子
供
達
が
好
奇
心
か
ら
、
万
一

用
水
路
な
ど
へ
落
ち
た
場
合
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん。
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
日

頃
か
ら
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
な

ど
用
水
路
な
ど
の
付
近
で
は
、
絶

対
に
遊
ば
な
い
よ
う
呼
び
か
け
、

注
意
し
あ
い
、
事
故
防
止
を
地
域

ぐ
る
み
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

《
耕
地
開
発
課
》

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
」
の
開
設

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
法

務
局
職
員
で
あ
た
り
、
児
童

・
生

徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の

い
ざ
こ
ざ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、

登
記
、
相
隣
関
係
、
身
近
な
法
律

健診を受けて明るい健康づくり

(保健福祉税保健福祉係 ー国保係)

実施会場 考[柑対象地区

全地区

問

10:00-11 :45 

6月みんな
時実施日

9日 (!'J)

者象対

全住民

目

問
題
や
人
権
問
題
等
の
心
配
ご
と

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
日

時

6
月
凶
日
附

午
前

ω時
か
ら
午
後

3
時
ま
で

O
会

場

町
民
セ
ン
タ
ー

2
F

O
担
当
者

地
元
人
権
擁
護
委
員

法
務
局
職
員

※

相

談

内

容

に

つ
い
て
は
、

一

切
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

《
函
館
法
務
局
》

税

務

職

員

の

募

集

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務

員
採
用

E
種
試
験
(
税
務
)

の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

記

O
受
験
資
格

昭
和
臼
年
4
月
2
日
1
昭
和
田

年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

O
受
験
受
付
期
間

6
月
間
ω
日
1
7
月
2
日
ま
で

O
受
験
申
込
先

人
事
院
北
海
道
事
務
局

〒
0
6
0

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
は
丁
目• 

g 

• 
全地区

10 : 00-11 : 45 

10 : 00-11 : 45 

16日 (月)

23日(月)

30日(月)

10日(火)

全住民

全住民

生後 3，6，9ヵ月児

全住民

全住民

札
幌
第
一
二
合
同
庁
舎

O
第

l
次
試
験

9
月
7
日

(
教
養
、
適
性
、
作
文
試
験
)

O
第

1
次
試
験
合
格
者
発
表

ω月
日
日

O
第

2
次
試
験

川
月
日
山
日

1
ゆ
月
刊
ω
日
ま
で
の

指
定
す
る

一
日

※

お

問

い

合
わ
せ

・
札
幌
国
税
局

人
事
第
2
諜
試
験
研
修
係

8
o
l
-
-
2
3
1
1
5
O
I
l
 

-
八
雲
税
務
署
総
務
課

8
0
1
3
7
6
3

2
1
4
8
 

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

商
底
、
工
場
、
学
校
、
病
院
な

ど
で
、
取
引
ま
た
は
証
明
上
の
計

誌
に
使
用
し
て
い
る
は
か
り
、
分

銅
、
お
も
り
は
、
計
量
法
に
基
づ

き、

2
年
に

l
回
知
事
が
行
う

「
定
期
検
査
」
を
受
け
合
格
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
平
成
9
年
は
、
今
金
町
の
検

査
の
年
で
す
。

該
当
す
る
商
庖
等
は
、
必
ず
検

査
を
受
け
正
し
い
は
か
り
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

検
査
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で

最聾士による措確と翻理実習

お知らせ
会 《歯科検診 フッ紫塗布))(1歳~就学前のお子さん) 6月16日(月)・17日(火)総合福祉施設内保健センター
群しい時IflHWについては回覧をご覧ください.

女 《母観学級》対縁者には個別に通知致します.

全地区

丈夫な歯をつくるために
~子供の歯~

9・5・10

社会福祉協議会だより
※光の里学l朝、山持l却、社会問祉協般会への多欄のご寄付、

ご厚意ありがとうございました.

(敬称略)

《札幌市》 桧山北高家庭クラブ

金 T撃 t'，; 子 背 ii'l 水 産

池 田 克 彦 東 /¥ イ ヤ

片 岡 洋 《今金町》

《函館市B 金 原 老 人 ク ラ ブ

松 回 、、、 ヨ 本 塚 栄 作

岸 ?庄 金 ~~、 本 田 清 勝

浜 西 信 義 大 松 春 男

《七飯町》 エ 藤 兼 雄

丸 山 恵 小田島 卜 一、、

《知内町》 J度 辺 自日

五十嵐 史 自日 主告 木 忠

《上ノ国町》 上 野 手目 治

大 谷 松 三 郎 大 倉 行 ま在

《北槍山町》

す。。
検
査
月
日

7
月
2
日
1
7
月
3
目

。

検

査

場

所

役

場

裏

車

庫

※
お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
諜

8
2

0

1
1
1
 

• • 『
乳
歯
は
ど
う
せ
生
え
変
わ
る

か
ら
。
』
『
子
供
が
自
分
で
磨
く
か

ら
も
う
任
せ
て
あ
る
。
』
と
い
う

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
け
つ
こ

う
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

.力

ま
ず
、
乳
歯
で
す
が
単
に
生
え

変
わ
っ
て
行
く
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

二
歳
過
ぎ
頃
に
二
十
本
生

え
そ
ろ
い
ま
す
が
こ
の
時
期
に
し

っ
か
り
噛
む
事
は
あ
ご
の
骨
や
筋

肉
の
正
常
な
発
達
を
促
し
、
大
変

重
要
で
す
。
又
乳
歯
の
下
で
は
既

に
永
久
歯
が
準
備
を
始
め
て
お

り
、
乳
歯
が
虫
歯
だ
と
準
備
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
か
ず
、
質
の
弱
い
永

久
歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
又

歯
並
び
に
も
影
響
し
ま
す
。
『
ど

う
せ
生
え
変
わ
る
乳
歯
』
と
は
実

は
大
変
重
要
な
役
割
が
あ
る
の
で

す。
で
は
歯
の
手
入
れ
は
い
つ
か
ら

始
め
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

初
め
て
歯
が
生
え
る
の
は
八
力
月

頃
、
下
の
前
歯
に
二
本
の
か
わ
い

い
歯
が
生
え
て
来
ま
す
が
、
こ
の

頃
か
ら
も
う
お
手
入
れ
は
始
め
て

よ
い
の
で
す
。
方
法
と
し
て
は
、

ガ
l
ゼ
で
歯
を
つ
ま
む
よ
う
に
優

し
く
拭
い
て
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
は

歯
を
き
れ
い
に
す
る
事
の
他
に
、

〕qL
 

1
 

〔

忘れてはいませんか

。固定資産税(納期6月2日)

O軽自動車税(納期6月2日)

豊かで住みよいまちづくり

・タバコは町内の小売庖で、

「
自
分
以
外
の
人
の
手
が
口
の
中
に

入
る
事
に
慣
れ
る
と
い
う
大
切
な

練
習
で
す
。
仕
上
げ
磨
き
の
云
わ

ば
準
備
な
の
で
す
。
歯
ブ
ラ
シ
を

使
う
の
は

一
歳
過
ぎ
る
頃
で
よ
い

で
し
ょ
う
。

三

1
四
歳
に
な
れ
ば

お
子
さ
ん
は
自
分
で
磨
く
よ
う
に

な
り
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
未
熟
で
す
。
保
護
者
の
方
が

き
っ
ち
り
と
磨
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

-つ。
も
う
一
つ
歯
に
と
っ
て
大
切
な

の
が
『
糖
分
』
で
す
。
普
段
与
え

て
い
る
お
や
つ
は
い
か
が
で
す

か
。
ジ
ュ
ー
ス
類
や
体
に
ょ
い
と

思
っ
て
与
え
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
に
糖
分
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
は
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
糖

分
も
だ
ら
だ
ら
食
べ
な
い
、
糖
分

の
多
い
も
の
同
士
組
み
合
わ
せ
な

い
、
な
ど
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
れ
い
な
歯
と
歯
磨
き
の
習
慣

は
、
保
護
者
の
方
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今

金
町
で
は
年
に
二
回
、
フ
ッ
素
塗

布
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も

六
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〕3
 

1
 

〔



住民の動画
4月末現在

。300S0o8。

前月対比

7，324人( 89) 
3， 537人( 57) 
3， 787人( 32) 
2， 646世帯( 76) 

。3008。令休日当番医

2'l2 -0324 金)院(今医田富6月8日

口

数男
女
帯

人

世
2'l2 -0221 金)今金町国保病院(今15日

2'l4-5011 道南ロイヤル病院(北槍山)22日

誠)本 町
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ん
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渡

木

場

崎

本

図

吉

佐

鈴

稲

山

岡

2'l2 -0057 

固いつまでもおしあわせに
% 谷馨一郎さん(高美町)=田村春子さん(瀬棚市)

冗 小池泰徳さん(日 進)=波透登:et子さん(瀬棚町)

ズ 佐藤 和志さん(高美町)=遠藤 芳さん(本町)

山
火
事
注
意

十
分
気
を
つ
け
て

金)院(今医院円

訴
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
魚
釣
り
や
山
菜
採

岩29日

り
な
ど
で
入
山
さ
れ
る
と
き
は

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や
た
き
火
は

絶
対
し
な
い
で
下
さ
い
。

d 

画面おくやみもうしあげます

伊藤テル九 4月25日 82歳(南 町)
中島半六さん 5月 1日 68歳(大和町)
南川ミヨさん 5月 3日 83歳(中堂回)

加藤 タ二九 5月4日 85歳 (トマンケシ)

渡部ミツエ九 5月16日 87歳 ( 些 寿 国 )

5月17日受付分まで

※ おたんじようおめでとうに記載した木島亮輔ち

ゃんの保護者欄で正尚さんは隆行さんの誤りでし

た。訂正しておわびいたします。

外
国
人
の
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の

防
止
の
お
願
い

(14) 

こ
こ
数
年
、
我
が
国
と
周
辺
諸

国
と
の
経
済
格
差
な
ど
が
要
因
と

な
り
、
就
労
な
ど
を
目
的
と
し
た

外
国
人
が
数
多
く
入
国
し
、
そ
の

多
く
が
不
法
残
留
者
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
市
首
察
で
は
関
係
機
関
と

連
携
し
、

-
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
。
殺

人
や
強
盗
等
凶
悪
事
件
の
防
止

・
来
日
外
国
人
が
事
件
事
故
の
被

害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

防
犯
保
能
活
動

-
外
国
人
の
適
性
雇
用
に
向
け

た
、
雇
用
主
へ
の
働
き
か
け

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

-
沿
岸
や
港
付
近
で
不
審
な
船
や

車
両

A
V
不
審
な
外
国
人
の
居
住
や
稼
働

な
ど
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
時

は
笹
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

。
北
槍
山
笹
察
署
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一
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の
滝
の
シ
ュ
ブ

一
ン
ナ
イ
線
は
通
行

• 
止
め
で
す

オ
オ
シ
ユ
ブ
ン
ナ
イ

の
滝
へ
の
林
道
が
、
落

-

石
の
危
険
か
ら
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

復
旧
の
め
ど
が
立

っ
て

い
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

林
野
火
災
予
防
の
強
化
期
間
を

前
に

5
月

9
目
、
営
林
署
、
森
林

組
合
、
町
、
関
係
機
関
が
町
内
一

円
を
パ
レ
ー
ド
し
、
火
災
予
防
を

』見つけたチュー H
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